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プ
ー
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名
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プ
ー
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レ
ー
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名
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名
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本業務フロー図においては、BPMN2.0仕様の基本図形より以下を使用。
(但し、注釈・コメント等は一般的な吹き出しを使用。)

Ｘ ＋

画面項目における表現

()：システムにて自動表示・登録
[]：手動登録



サマリ フロー

E 予防接種DBへの連携

• As-Is

• To-Be



E 予防接種DBへの連携業務フロー名

2

AsIs

現行は予防接種DBが存在しないため、AsIsフローは作成対象外



E-1︓識別⼦情報の連携業務フロー名

ToBe

3

予予・請求システム

予防接種DB

1 識別⼦情報の連携

履歴照会回答システム

国
保
中
央
会

支
払
基
金

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

厚
生
労
働
省

対象データ
特定・取得

ID5’取得要
求

識別⼦⽣
成・登録

ID5’生成

ID5(一次
ハッシュ)生
成・登録

識別⼦情報
の連携

二次ハッシュ
の生成

予防接種
DBへの登録

識別⼦

＋

識別⼦

バッチ処理
（日次）

連携⽤識
別子

＋

シ
ス
テ
ム

識別⼦情報

ID5(一次
ハッシュ)生
成・登録

連携⽤識
別子

連携対象設
定取得

ワクチン種
別マスタ



E-2︓対象者属性情報の連携, E-3︓予防接種管理情報の連携, E-4︓予防接種記録情報の連携, E-5︓勧奨記録情報の連携, E-6︓予
診票回答情報の連携, E-7 ⺟⼦保健・健診情報の連携

業務フロー名

ToBe

4

予予・請求システム

予防接種DB

3 予防接種管理情報の連携

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

厚
生
労
働
省

4 予防接種記録情報の連携

5 勧奨記録情報の連携

各情報の連携
匿名化・加⼯

処理

予防接種DBへ
の登録

各テーブル

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携用
テーブル

連携用
テーブル

連携情報

2 対象者属性情報の連携

連携項目・
差分データ
取得

各テーブル

差分データを登
録

連携用
テーブル

バッチ処理
（日次）

6 予診票回答情報の連携

7 ⺟⼦保健・健診情報の連携



E-8︓死亡情報の連携, E-9︓マスタの連携業務フロー名

ToBe

5

予予・請求システム

予防接種DB

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

厚
生
労
働
省

8 死亡情報の連携

職
員

運
用
保
守
事
業
者

死亡票・死
亡個票の連

携

死亡票・死
亡個票の受
領・登録作

業

年次〜年数回
（不定期）の
頻度で連携

一時保存用の
領域へ配置

死亡票
死亡個票

死亡票・
死亡個票の
登録

死亡情報

V-ID2生成・死亡
情報の連携

連携項目の
登録

連携用死
亡情報

バッチ
処理

V-ID2（二次ハッ
シュ）生成

死亡情報の
登録

死亡情報

死亡情報

9 マスタの連携

マスタの連携

マスタの受領 マスタの登録

各種マスタ

差分データ
取得

各種マスタ

各種マスタ

日次バッチ



メイン業務フロー

1. 識別⼦情報の連携

2. 対象者属性情報の連携

3. 予防接種管理情報の連携

4. 予防接種記録情報の連携

5. 勧奨記録情報の連携

6. 予診票回答情報の連携

7. ⺟⼦保健・健診情報の連携

8. 死亡情報の連携

9. マスタの連携

E 予防接種DBへの連携



E-1︓識別⼦情報の連携
1︓識別⼦情報の連携（1/2）

業務フロー名

予防接種DBへ識別⼦情報を連携する業務概要

ToBe

7

予予・請求システム

日次
バッチ 連携項目・

差分データ
取得

各テーブル

PMHキー
取)

識別⼦生
成

＋

ID5’取得
要求

ID5が登録されている
レコード

ID5が登録されて
いないレコード

• ID4、V-ID2、予防接種対象者番号の
ハッシュ値は予予・請求システムに保持せ
ず、連携が必要になった都度⽣成する。

• ID4は、厚⽣労働省保険局から提供され
る匿名化ツールを⽤いてハッシュ化を⾏う

• 予防接種対象者番号のハッシュ値、 V-
ID2は、予予・請求システムで生成

＋

識別⼦情
報登録

連携⽤識
別子

オンライン資格確認等システム

履歴照会回答システム

被保険者
番号等取
得要求受
領

被保険者
番号等返
却

被保険者
番号等受
領

ID5’生成 ID5’返却

被保険者
番号等取
得

資格情報
等

PMHキー

ID5’取得
要求受領

被保険者
番号等取
得要求

被保険者番号等

ID5(一次
ハッシュ)生

成
ID5‘受領

ID5(一次
ハッシュ)登

録

ID5’

PMHキー

支
払
基
金

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム 差分データ

を登録

各連携用
テーブル

以下のテーブルに登録する
• 連携⽤識別⼦ ※予防接種対
象者番号のみ

• 連携用予防接種記録情報
• 連携⽤⺟⼦保健・健診情報
• 連携用勧奨記録情報
• 連携用予診票回答

1︓識別⼦情報の連携
（2/2）に続く

予防接種記録情報と⺟⼦保
健・健診情報、勧奨記録情報、
予診票回答情報の各々で、対
応するテーブルから連携対象に
応じた差分データ（前日からの
新規追加・更新等）を取得す
る。
※予防接種記録情報、予診
票回答情報については前タスク
で取得した設定情報に応じた
データを取得する。

本テーブルの情報は連携後に削除あるいは次回連携
時に上書きを想定する。（以降「連携⽤」から始まる
テーブルも同様）

予防接種
管理情報

ID5(一次
ハッシュ)登

録

連携⽤識
別子

厚⽣労働省保険局から提
供される匿名化ツールを⽤
いてハッシュ化を⾏う

生成元情
報取得

対象者属
性

ID4、V-ID2の生
成元情報を取得す
る

予防接種対象者
番号をキーに登録
する。

ID5 (一
次ハッシュ)
取得

予防接種
対象者

Ｘ

予防接種
対象者

ID5(一次
ハッシュ)登

録

連携⽤識
別子

ID5’が返却されたレコード

オンライン資格確認等システムに
て資格情報等の取得ができず、
ID5’が返却されなかったレコード

ID5’の取得に⼿数料が発⽣す
ることもあり、連携対象となる差
分データを登録しておき、識別
子情報での連携対象とする。※
対象者属性情報、予防接種管
理情報に更新・追加が発⽣して
いるだけでは、それに紐づく接種、
⺟⼦健診が⾏われるタイミングと
は必ずしも一致しないことから、
それらは差分データ登録の対象
としない。

1︓識別⼦情報
の連携（2/2）

に続く

1︓識別⼦情報の連携
（2/2）に続く

1︓識別⼦情報の連携
（2/2）に続く

連携対象
設定
取得

ワクチン種
別マスタ

ワクチン種別マスタの
「予防接種DB連携対
象」項目から「審査済
のみ」か「未審査も含め
る」かの設定情報を取
得する。

E_011-001_他 E_011-001_他 E_011-001_他

E_011-002_IF E_011-002_IF

E_011-002_IF

E_011-002_IF

E_011-002_IF E_011-002_IF E_011-002_IF

E_011-002_IF E_011-002_IF E_011-002_IF E_011-002_IF



E-1︓識別⼦情報の連携
1︓識別⼦情報の連携（2/2）

業務フロー名

予防接種DBへ識別⼦情報を連携する業務概要

ToBe

8

予予・請求システム

予防接種DB

識別⼦情報の連携

識別⼦情報の受領 ＋

予防接種対象者
番号のハッシュ値
（二次ハッシュ）の

生成

ID5（二次ハッ
シュ）の生成

ID4（二次ハッ
シュ）の生成

識別⼦情報への登
録

識別⼦

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）
ID5 （一次ハッシュ）
ID4 （一次ハッシュ）
V-ID2 （一次ハッシュ）

1︓識別⼦情報の
連携（1/2）から

• ハッシュ化した全項目が揃っているか
等の判定は特段⾏わない（予防接
種DB側でも⾏わず、第三者提供時
等には研究者側で判断いただく想
定）

V-ID2（二次ハッ
シュ）の生成

予防接種対象者番号のハッシュ値（二次ハッシュ）
ID5 （二次ハッシュ）
ID4 （二次ハッシュ）
V-ID2 （二次ハッシュ）

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

連携情報の取得

連携⽤識
別子

• 連携⽤識別⼦テーブルには、接種対
象者番号を持っているが、予防接種
DBへの連携項目には含めない

E_011-003_IF E_011-003_IF



E-2︓対象者属性情報の連携
1︓対象者属性情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ対象者属性情報を連携する業務概要

ToBe

9

予予・請求システム

予防接種DB

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携用対
象者属性

対象者属性情
報の連携

対象者属性情
報の受領

匿名化・加⼯
処理

連携用対
象者属性

対象者属性情
報の登録

対象者属
性

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）

対象者属性情報

差分データ
取得

対象者属
性

差分データを登
録

連携用対
象者属性

日次バッチ

対象者属性情報テーブル
の更新時に、更新が⾏わ
れたレコードに「予防接種
DB連携フラグ」を⽴ててお
く。当該フラグが⽴っている
レコードを取得する。

健康管理システムからの
死亡情報が含まれる

⽣年⽉⽇を⽣年⽉に丸め
る。

E_021-001_IF E_021-001_IF E_021-001_IF E_021-001_IF E_021-001_IF E_021-001_IF



E-3︓予防接種管理情報の連携
1︓予防接種管理情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ予防接種管理情報を連携する業務概要

ToBe

10

予予・請求システム

予防接種DB

日次バッチ
予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携用予防
接種管理情報

予防接種管理
情報の連携

予防接種管理
情報の受領

予防接種管理
情報の登録

予防接種
管理情報

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）
予防接種管理情報

差分データ取得

予防
接種管理情報

差分データを登
録

連携用予防接
種管理情報

予防接種管理情報テーブ
ルの更新時に、更新が⾏
われたレコードに「予防接
種DB連携フラグ」を⽴てて
おく。当該フラグが⽴ってい
るレコードを取得する。

E_031-001_IF E_031-001_IF E_031-001_IF E_031-001_IF E_031-001_IF



E-4︓予防接種記録情報の連携
1︓予防接種記録情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ予防接種記録情報を連携する業務概要

ToBe

11

予予・請求システム

予防接種DB

日次バッチ
予防接種記録
情報の連携

予防接種記録
情報の受領

匿名化・加⼯
処理

接種時年齢、接種時⽉
齢、接種時週齢を算出
する。

予防接種記録
情報の登録

予防接種
記録

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）
予防接種記録情報

連携用予防
接種記録

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

「E-1︓識別⼦情報の連携
1︓識別⼦情報の連携（1/2）」
の完了を契機とする。

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携用予防
接種記録

E_041-001_IF E_041-001_IF E_041-001_IF E_041-001_IF



E-5︓勧奨記録情報の連携
1︓勧奨記録情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ勧奨記録情報を連携する業務概要

ToBe

12

予予・請求システム

予防接種DB

日次バッチ
勧奨記録情報
の連携

勧奨記録情報
の受領

勧奨記録情報
の登録

勧奨記録

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）
勧奨記録情報

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

「E-1︓識別⼦情報の連携
1︓識別⼦情報の連携（1/2）」
の完了を契機とする。

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携用
勧奨記録情報

E_051-001_IF E_051-001_IF E_051-001_IF



E-6︓予診票回答情報の連携
1︓予診票回答情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ予診票回答情報を連携する業務概要

ToBe

13

予予・請求システム

予防接種DB

日次バッチ
予診票回答
情報の連携

予診票回答
情報の受領

予診票回答
情報の登録

予診票回
答

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）
予診票回答情報

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

「E-1︓識別⼦情報の連携
1︓識別⼦情報の連携（1/2）」
の完了を契機とする。

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携用
予診票回答

E_061-001_IF E_061-001_IF E_061-001_IF



E-7︓⺟⼦保健・健診情報の連携
1︓⺟⼦保健・健診情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ⺟⼦保健・健診情報を連携する業務概要

ToBe

14

予予・請求システム

予防接種DB

日次バッチ

⺟⼦保健・健
診情報の連携

⺟⼦保健・健
診情報の受領

⺟⼦保健・健
診情報の登録

⺟⼦保健・
健診情報

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

予防接種対象者番号のハッシュ値（一次ハッシュ）
⺟⼦保健・健診情報

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の生成

「E-1︓識別⼦
情報の連携
1︓識別⼦情
報の連携
（1/2）」
の完了を契機と
する。

予防接種対象者番号が
登録されていないケースは
想定されない。

予防接種対象
者番号のハッ
シュ値の登録

連携⽤⺟⼦保健・
検診情報

以下の情報を連携する。
• 1歳6か月児健診結果
• 3〜4か月児健診結果
• 3歳児健診結果
• 子宮頸がん一次検診結果
• 子宮頸がん精密検査結果
• 産婦精密健診結果
• 出産の状態に係る情報
• 出生時状況
• 新生児聴覚検査結果
• 妊娠届出情報
• 妊婦健診結果
• 妊婦精健結果
• 乳幼児精密健診結果
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E-8︓死亡情報の連携
1︓死亡情報の連携

業務フロー名

予防接種DBへ死亡情報を連携する業務概要

ToBe

15

予予・請求システム

職
員

死亡票・死亡
個票の連携

シ
ス
テ
ム

運
用
保
守
事
業
者

死亡票・死亡
個票の受領・

配置

死亡票・
死亡個票の
登録

死亡情報

人口動態・保険社会統計室
の死亡票及び死亡個票に基
づく。予防接種課より連携

以下のように健康管理システムの情報
と⼈⼝動態の情報の粒度に差があるた
め、人口動態の情報を活用している

• ⾃治体︓死亡年⽉⽇（異動年
月日を活用）のみ

• ⼈⼝動態︓死亡年⽉⽇時、死亡
理由、死亡場所等死亡個票に該
当する情報

• データ量等に応じて複
数日にわけて実施

年次〜年数
回（不定
期）の頻度
で連携

連携用死
亡情報

予防接種DBへの
連携項目以外も登
録

V-ID2生成
連携項目の
登録

連携用死
亡情報

一時保存用の
領域へ配置

バッチ処理

運用保守事業者が
手動でトリガーをか
けておくことを想定

死亡票
死亡個票

媒体を手渡し

V-ID2登録

テーブルとしては持たず
にファイルのみ持ってお
く方式も想定される
（設計時に選択）

死亡情報の
連携

死亡情報の
受領

V-ID2（一次ハッ
シュ）
死亡情報

V-ID2（二
次ハッシュ）
生成

死亡情報の
登録

死亡情報

予防接種対象者番号が
払い出されていない人が死
亡票・死亡個票に含まれ
ることはない想定

連携用死
亡情報

匿名化・加⼯
処理

「死亡した⼈の⽣年⽉⽇」
「傷害が発⽣した年⽉⽇」
を年⽉に丸める。
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E-9︓マスタの連携
1︓マスタの連携

業務フロー名

予防接種DBへマスタを連携する業務概要

ToBe

16

予予・請求システム

予防接種DB

マスタの連携

マスタの受領 マスタの登録

各種マスタ

厚
生
労
働
省

シ
ス
テ
ム

国
保
中
央
会

シ
ス
テ
ム

各種マスタ

差分データ
取得

各種マスタ

日次バッチ

連携対象のマスタの更新
時に、更新が⾏われたレ
コードに「予防接種DB連
携フラグ」を⽴てておく。当
該フラグが⽴っているレコー
ドを取得する。

連携対象のマスタは以下
• ワクチン種別マスタ
• 疾病マスタ
• 予防接種種別マスタ
• GTINコードマスタ
• 接種量マスタ
• 医療機関マスタ
• 自治体マスタ
• 広域連合マスタ
• 自治体別予診票設定マスタ
• 自治体別予防接種設定マスタ
• 標準予診票項目マスタ
• 標準予診票項目選択肢マスタ
• 予診票マスタ
• 予診票項目マスタ
• 予診票項目選択肢マスタ
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